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水　巻　町　発　行

ｌ
　
　
　
と
　
じ
　
て
　
保
　
存
一
し
　
ま
　
し
　
ょ
　
う

自
転
車
駐
車
場
が
完
成

∵
一

水
巻
駅
西
側
に
町
営
の
自
転
車
駐
車
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

交
通
の
利
便
か
ら
住
宅
建
設
が
進
み
水
巻

駅
の
一
日
の
利
用
者
は
約
三
千
四
百
人
に
達

し
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
駅
ま
で
の
足
に
自

転
車
を
利
用
す
る
人
が
増
え
、
駅
前
は
多
く

の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
で

は
駅
前
の
美
化
の
た
め
、
駅
西
側
の
線
路
沿

い
の
民
有
地
九
百
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を

買
収
し
、
五
千
八
百
四
十
万
円
を
掛
け
て
五

百
四
台
収
容
の
自
転
車
駐
車
場
が
二
月
一
日

に
完
成
。
利
用
者
か
ら
事
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
が
、
利
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
こ
と
を
お
守
り
下
さ
い
。

☆利用上の注意☆

①この自転車駐車場は、みなさんのもの

です。いつも大切に使いましょう。

②この駐車場は自転車専用の駐車場です

自動二輪車（バイク）及び原動機付自

転車の駐車はご遠慮ください。

（り駐車場所以外の通路や鉄道用地等には

絶対に駐車しないでください。

④この駐車場において盗難やその他の事

故により自転車その他の物件に損害を

生じた場合賠償の責任は負いません。
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町の人口
（59年1月禾現在）

人　口　　　　29，425人

男　　　　　14，333人

女　　　　　15，092人

世帯数　　　9，427世帯

（1月の異動）

転入137人　　出生　27人

転出143人　　死亡　23人

納
税
強
化
週
間

3

月

7

日

か

ら

二
月
十
日
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
町
で

は
第
一
回
目
の
「
納
税
強
化
週
間

」
を
三
月
七
日
か
ら
一
週
間
実
施

い
た
し
ま
す
。

こ
の
間
、
町
税
や
国
民
健
康
保

険
税
の
未
納
者
宅
を
訪
問
し
て
、

催
告
や
徴
収
を
行
な
い
、
今
後
の

納
税
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
宅
に
訪
問
の
際
は
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆　2月の税金☆

固定資産税
（第4期分）

納期限　2月29日まで
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事故をさけるコツはこれです．′
①歩きなれた道をいつも通る。
（診どんな道でも、必ず右側を歩く。
（郭必ず歩道や路側帯（白線で区切られた歩道）を歩く。
④必ず横断歩道を渡る。めんどうでも、多少疲れても、歩道橋を渡る。
⑤信号をよく見る。先を急がず、）欠の信号を待つ。
⑤タトへ出たら、自分はいま率や自転車も通るところにいるのだという気持を

しっかり持ち続けること。
①雨の目、風の白などには、なるべく外出をひかえる。
⑧自転車に乗るときは、

1）左側通行。2）左折、右折は合図をキチンと。急に曲がらない。
3）疲れているとき、酒を飲んでいるときは乗らない。4）歩行者優先を守る。

服装は明るく目立つ色で

黄色や赤色の系統が眉立つ色。自分の存在を色で他に知らせる。

二
月
、
午
前
三
時
・
・
・

火
災
に
よ
る
死
者
を
な
く
そ
う

ｎ
口

日

　

　

1

3

2

9

～

月

月

　

　

　

3

2

「
火
事
は
怖
い
」
と
、
た
だ
漫
然
と

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
火
災
は
防
げ

そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
場

合
に
、
ど
ん
な
火
災
が
多
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
は
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
　
ー

い
わ
ば
、
火
災
の
〝
傾
向
と
対
策
〃
を

自
分
な
り
に
整
理
し
て
お
く
と
、
予
防

に
対
す
る
気
く
ぼ
り
も
よ
り
具
体
的
に

な
っ
て
安
全
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
版
消
防
自
書
に
よ
る

と
、
昭
和
五
十
七
年
中
に
発
生
し
た
火

災
は
、
全
国
で
六
万
五
百
六
十
八
件
。

火
災
に
よ
る
死
者
を
火
災
の
桂
類
別
に

み
る
と
、
建
物
火
災
に
よ
る
も
の
が
全

体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
木
造
住
宅
で
の
死
者
が
最

も
多
く
、
階
層
別
で
は
一
階
で
の
死
者

が
約
七
割
を
占
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

死
者
を
出
し
た
火
災
に
は
次
の
よ
う
な

特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

火
事
は
こ
こ
が
怖
い

〔
2
月
〕
　
一
年
の
う
ち
で
火
災
に
よ

る
死
者
が
多
い
の
は
一
月
～
三
月
。
五

十
七
年
中
の
死
者
の
う
ち
、
約
四
割
に

当
た
る
人
が
こ
の
期
闇
に
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三
か
月
間
で

死
者
が
最
も
多
い
の
は
二
月
で
す
。
寒

声

い
時
期
は
、
虜
を
と
る
た
め
の
火
気
使

用
が
増
え
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
た
い
も
の
。

〔
午
前
三
時
〕
　
時
間
帯
で
は
、
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
時
間
に
死
者
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が

年
前
三
時
台
。
熟
睡
し
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
が
、
家
庭
で
は
簡
易
型
火
災
肇

報
器
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
、
寝
て

い
る
間
の
出
火
も
感
知
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

〔
逃
げ
遅
れ
〕
　
死
亡
原
因
で
一
番
多

い
の
は
や
け
ど
で
五
二
・
四
％
、
次
い

で
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
窒
息
の
四
〇
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
に
至
っ

た
経
過
を
み
る
と
、
逃
げ
遅
れ
が
、
放

火
自
殺
者
を
除
く
死
者
の
七
〇
二
ハ
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
逃
げ
遅

れ
の
中
で
も
「
気
づ
い
た
と
き
に
は
火

煙
が
回
り
、
逃
げ
道
が
な
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〔
お
年
寄
り
や
子
供
〕
　
放
火
自
殺
者

を
除
く
死
者
の
う
ち
、
五
三
・
七
％
は

高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病
人
や
体
の
不
自

由
な
人
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
供
な
ど

の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
日
ご
ろ
か

ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
火
災
に
命

を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

〝
傾
向
″
に
十
分
注
意
し
、
予
防
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

☆
3
月
7
日
～
1
3
日
「
初
7
時
」
と
「

夜
8
時
」
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

☆
3
月
日
日
（
日
）
　
9
時
～
柑
時

町
内
「
防
火
パ
レ
ー
ド
」

家出少年発見保護活動強化月間（3月～4月1カ月間）
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寒さ吹き飛ばせ．／

町スポーツ少年団空手道

岩屋海岸で奉げいこ

〝
エ
イ
ッ
″
　
〝
ヤ
ー
〃
粉
雪
が
散
ら
つ
い
た

一
月
八
日
。
若
松
区
岩
屋
海
岸
で
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
空
手
道
（
代
表
入
江
誠
治
氏
）
の
寒
げ
い

こ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
三
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
の
団
員
、
約

三
十
名
が
、
基
本
練
習
の
突
き
等
を
披
露
し
、

「
エ
イ
ッ
」
　
「
ヤ
ー
」
の
掛
け
声
と
伴
に
海
の

中
へ
　
ー
。
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
北
九
州
地
方
の
正
午
の
気
温
は
六

二
ハ
度
、
時
折
粉
雪
も
ち
ら
つ
き
付
き
添
い
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
「
寒
い
、
寒
い
」

を
連
発
。

寒
げ
い
こ
の
後
、
郵
政
省
若
松
保
養
所
の
風

呂
に
飛
び
込
み
、
温
ま
り
ま
し
た
。

粉雪が舞う中、海中で奉げいこ。「エイッ」「ヤー」

で寒さをふき飛ばす。

ニｔ一類春日

くばた　まさこ

窪田　正子ちゃん
昭和58年4月13日生

（宗男）さんの長女

よく男の子に間違えられるけ

ど、私まんまる顔の女の子。早

く伝い歩きを卒業して、外で遊

びたいなあ－。

三要義葦二歩て

☆給水装置とは
みなさんに水を供給するために町が設置し

た菅を配水管といいます。この配水管から分

岐して設けられた給水管及びこれに直結す

る給水用異をまとめて給水装置と呼びます0

☆給水装置はあなたのもの

給水装置の新設、取りがえ、修理などに要

する費用はみなさんの負担となります0ま

た、給水装置等の破損により水もれがあっ

た場合、もれた水の料金もみなさんの負担
となります。水もれがある場合は、水道工

事センターや（201・4448）に連絡し、早く修

理するようにしましょう。

宅地内のかくれた水もれは、お宅の水道
メータをときどきみておけば、早期に発見

できます。

・ｒ　　′ち・、

わたなべゆかり

渡辺祐佳里ちゃん
昭和58年2月27日生

（君代葦）さ今の次女

このごろ2、3歩あるくよう

になりました。お姉ちゃんと2

人、なかよく元気でやさしい子

に育ってね。Ｃ二・サニーニュ

（おかの台団地31棟）　－タウン1の1）

（

給
水
装
置
は
あ
な
た
の
も
の
で
す

水
も
れ
は
早
め
に
修
理
を

住民税・国保税の申告は

1　3月15日まで

ｌ住民税・国民舶保険税の帽が始まっておりま
ｌ　す。該当される方は、3月15日の申告期限までに必

ｌ

ず申告をして下さい。

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

緑
の
国
勢
調
査
始
ま
る

環
境
庁
で
は
第
三
回
「
緑
の
国
勢
調
査
」
の

一
環
と
し
て
今
年
か
ら
実
施
す
る
「
動
植
物
分

布
調
査
」
　
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
始
め
ら
れ
る
動
植
物
分
布
調
査
は
、
広

く
一
般
の
自
然
愛
好
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
を
求
め
て
我
が
国
の
動
植
物
分
布
状
況

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
参
加
者
に

は
、
地
図
、
手
引
書
に
従
っ
て
、
ど
こ
で
、
ど

の
生
き
も
の
を
見
つ
け
た
か
を
調
査
票
に
記
入

し
て
環
境
庁
に
送
付
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
万
は
、
福
岡
県
環
境
整
備
局

環
境
保
全
課
企
画
係
（
魯
0
9
2
・
6
2
2
・

1
4
0
6
）
　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建築物防火週間（3月7日～13日）「万一に備え自分の周囲を見ておこう」
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入
学
準
備
金
を

、
貸
付
け
ま
す

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
で
、
今

春
子
供
さ
ん
が
、
小
・
申
・
高
校
に
入

学
さ
れ
る
世
帯
に
、
次
の
と
お
り
入
学

準
備
金
を
貸
付
け
い
た
し
ま
す
。

◎
貸
付
け
額

小
学
校
　
　
2
万
7
千
円

中
学
校
　
　
3
万
2
千
円

高
等
学
校
　
1
2
万
円
．
．
ご

◎
申
込
み
方
法

3
月
1
日
か
ら
3
月
5
日
ま
で
に

役
場
社
会
課
民
生
係
に
申
込
み
く
だ

さ
い
ｌ

◎
貸
付
け
日
　
3
月
1
5
日

学
資
に
困
っ
て
い
る
方
は

修
学
資
金
貸
付

制
度
の
ご
利
用
を
▼

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低
所
得

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）
で
学

資
に
因
っ
て
い
る
万
に
修
学
資
金
の
貸

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
貸
付
け
対
象
者

①
5
9
年
度
に
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
短
斯
大
学
」
大
学
に
進
学
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
及
び
現
在
、

在
学
中
の
万

㊥
技
維
修
得
費
の
貸
付
け
は
、
洋
裁

学
校
、
看
護
学
院
等
で
す
。

⑧
生
活
保
護
受
給
世
帯

水

巻

町

職

員

採

用

試

験

Ⅲ冊

∇
採
用
職
名

給
食
調
理
員
（
小
学
校
）
　
　
一
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
2
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
。

㊥
日
本
国
緒
を
有
し
、
地
方
自
治
法

第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
人

▽
受
付
期
間

の
申
込
み
先

水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

の
受
付
期
間

2

月

1

3

日

～

2

日

2

9

日

平
　
日
　
9
時
～
1
7
時

土
曜
日
　
9
時
～
1
2
時

▽
申
込
み
の
方
法

申
込
み
用
紙
を
水
巻
町
役
場
総
務

課
人
事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。
な

お
、
郵
便
に
よ
る
受
付
等
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

▽
試
験
予
定
日

第
一
次
試
験
　
3
月
1
1
日

※
試
験
の
問
い
合
せ
は
、
水
巻
町
役
場

総
務
課
人
事
係
（
含
2
0
1
・
4
3

2
1
）
で
お
答
え
し
ま
す
。

「

④
低
所
得
世
帯
　
（
月
収
が
生
活
保

護
基
準
の
一
・
七
五
倍
以
内
の
世

帯
）

▽
申
込
み
期
間

2
月
か
ら
4
月
ま
で
（
毎
月
2
6
日

締
切
り
）
と
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議

会

（

魯

2

0

1

・

4

3

2

1

）

に

お

た
ず
ね
下
さ
い
。

農
．
菜
凄
眉
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
5
9
年
1
月
1
日
現
在
で
申
請
の
あ
っ

た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録

申
請
書
に
も
と
ず
い
て
作
成
さ
れ
た
、

選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
て

お
り
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
3
日
～
3
月
8
日

▽
時
間
　
8
時
3
0
分
か
ら
1
7
時
ま
で

▽
場
所
　
役
場
住
民
課
住
民
係
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
）

県
が
生
活
資
金
を

貸
付
け
ま
す

県
内
の
中
小
企
業
に
働
い
て
い
る
万

で
生
活
費
、
医
療
費
、
借
金
返
済
等
の

生
活
資
金
に
お
困
り
の
方
に
、
県
が
無

担
保
・
低
利
・
長
期
で
貸
け
ま
す
。
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
貸
付
け
対
象
者

①
福
岡
県
内
に
本
社
の
あ
る
中
小
企

▼
業
（
常
用
従
業
員
数
三
百
人
以
下
）

に
一
年
以
上
勤
続
し
て
い
る
こ
と
。

㊥
福
岡
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と
。
　
㊥
一
名
以
上
の
保
証

人
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

▽
貸
付
け
の
条
件

ｅ
短
期
貸
付
　
3
0
万
円
（
限
度
額
）

3
6
月
以
内
償
還
、
年
利
7
・
8
％

。
長
期
貸
付
　
5
0
万
円
（
限
度
額
）

6
0
月
以
内
償
還
、
年
利
7
・
8
％

※
借
入
申
込
み
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉

事
務
所
・
八
幡
駐
在
（
八
幡
西
区
則

松

電

6

0

1

・

9

0

5

2

）

へ

。

固
　
定
　
資
　
産
　
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

昭
和
五
十
九
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
　
3
月
1
日
～
3
月
2
1
日

（
日
曜
日
と
土
曜
日
午
後
を
除
く
）

▽
縦
覧
場
所
　
役
場
財
政
課
・
課
税
係

▽
縦
覧
で
き
る
人

○
本
人
　
○
代
理
権
を
有
す
る
代
理

人
（
委
任
状
が
必
要
）
　
○
納
税
管

理
人

▽
必
要
な
物

○
印
か
ん
　
〇
本
人
以
外
の
人
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

一

心
配
ご
と

法
律
人
権

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
日
時
　
3
月
5
日
、
3
月
1
2
日

3
月
1
9
日
、
3
月
2
6
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
白
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
営
住
宅
（
高
須
）

入
居
者
募
集

県
営
住
宅
「
高
須
団
地
」
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

○
間
ど
り
　
3
Ｄ
Ｋ
（
6
・
6
・
4
・
5
Ｄ

Ｋ
）

○
家
　
賃
　
2
万
7
千
5
百
円

ｂ
受
付
期
間
　
3
月
5
日
～
3
月
1
3
日

○
申
込
用
紙
配
布
場
所

北
九
州
土
木
事
務
所
及
び
役
場

※
詳
し
い
こ
と
は
県
建
築
管
理
課
（
魯

0

9

2

．

6

4

1

・

3

7

8

6

）

　

へ

お
か
の
台
団
地
募
集

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
の
「
お
か
の

台
分
譲
住
宅
（
8
戸
）
」
を
、
先
着
頓

で
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
．

お
問
合
せ
お
申
込
み
は
、
福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
（
宙
0
9
2
・
7
2
1
，

1
3
2
1
）
か
現
地
案
内
所
（
審
2
0

2

・

0

8

4

2

）

　

へ

。

毎月1日は交通安全の日　「思いやり・・ゆずる心で　防ぐ事故」
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母
子
手
帳
の
交
付

諸
時
最
1
9
5
聖
午
前
㌶

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
①

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
3
月
5
日
　
第
1
課

3
月
1
2
日
　
第
2
課

3
月
1
9
日
　
第
3
課
．

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
2
課
は
農
業
団
地
セ
ン
タ

ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

一

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
月
時
　
3
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1

5
．
0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ

で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ

の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
や
ぅ
ぇ

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

健
康
診
査
は
、
目
標
と
な
る
病
気
や

異
常
が
あ
る
か
ど
う
か
、
健
康
の
た
め

に
注
意
す
べ
き
点
は
何
か
を
知
る
大
事

な
機
会
で
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
是
非

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
実
施
日
程

○
日
時
　
3
月
4
日
（
日
）

受
付
　
8
時
3
0
分
～
1
1
時

○
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
健
診
内
容
、

一
般
診
査
及
び
精
密
検
査

老
人
健
康
診
査

▽
料
金

一
般
診
査
一
〇
〇
円

精
密
検
査
　
六
〇
〇
円

た
だ
し
、
低
所
得
者
及
び
七
十
歳
以

上
の
人
は
無
料
で
す
。

▽
申
込
み
方
法

問
診
を
取
り
ま
す
の
で
、
役
場
衛

生
係
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
な
お
、

定
数
に
も
う
少
し
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
く
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
日
　
　
時

▽
場
　
　
所

▽
対
象
者

▽
検
査
内
容

3
月
6
日
（
火
）

1

0

時

～

1

1

時

机
山
荘

六
十
五
歳
以
上
の
人

検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
万
は
必
ず
持

参
く
だ
さ
い
。

「折尾区検察庁」

庁舎が移転します

折尾区検察庁は新庁舎が竣

工し3月7日から新庁舎で業

務を始めます。

〔新庁舎住所〕

八幡西区光明二丁目3番3号

（含691・0648）

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
？
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
松
団
地
　
　
故
黒
河
　
晃
殿

黒
河
圭
司
殿

下
　
　
二
　
　
故
藤
田
武
吉
殿

藤
田
定
信
殿

下
　
　
二
　
　
故
白
熊
国
一
殿

日
熊
芳
夫
殿

苫
田
　
三
　
　
故
上
原
カ
ド
殿

上
原
龍
三
郎
殿

猪
　
　
熊
　
　
故
永
松
　
繁
殿

永
松
か
つ
殿

み
ず
ほ
団
地
　
故
成
松
計
一
殿

成
松
英
子
殿

猪
　
　
熊
　
　
故
安
部
ト
ミ
ニ
殿

安
部
啓
二
殿

3月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃宋（22、23区）、吉田二6区、吉田三5
区、猪熊10区

5日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三、（2、5区）、猪熊3区、15日回り
（環境整備）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15
日回ケ（大洋社）、猪熊（2、4、5区）

7日　頃末（15、25区）、苦由三（緑風園）、新
生街（山ノロ団地）、猪熊（、2、3、10区）

8日　頃末（5、15、17、18、19、20、21区、松
栄荘）

9日　頃末（9、10、12、18、20、21区、水巻苑、
松栄荘）、美吉野、下二、伊左座、立屋敷

10日　頃末6区、美吉野、下二、二、吉田一（4、
5、6、7、8、9区、苫田工場団地）、
吉田二（1、8、、9、川端通り、本村〕

12日　頃宋（11、14、18区）、美吉野、吉田二（
3、5、6、13、14、15、16区）、二

13日　吉田二Ｃ3、4、6、7、8、9区、イワ
ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机社宅、
立屋敷、古賀、新生街

14日　下二町住、二町住、苫田一3区（商店街）、
吉田三（車返し）、古賀、机

15日　二町住、青田団地（37－43、46、52棟）、
古賀、机

16日　富田団地（19－22、27－36、44、45、53～
57、86、94－101棟）

17日　吉田団地（1～6、8－10、12、16～18、
23－26、60・－65、83－85、102－104、109

－113棟）、樋口（卯月、中井樋口）

19日　吉田団地（7、11－15、66～73、75－82、

87－93、105、108棟）、15日回り（環境整

備）
21日　下二（1－3区）、吉田団地分譲、15日回

り（大洋社）、猪熊町住

22日　ニ（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）

古賀県住

23日　二、伊左座、樋口、猪熊

24日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下
二（4、10区、双葉荘）、猪熊

26日　下二（5～7区）、伊左座（3、5区）、

猪熊、樋口

27日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

28日　みずほ団地

29日　猪熊、樋ロ

ー　お　願　い－1

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。
犬が噛みつく事故がおこっています。

年余の　綱寸シ　ート　ベ　ルト　は　　あ　な　た　を　守　る



水
巻
昔
ば
な
．
し
言

⑳
　
　
石
　
炭
　
物
　
語
　
脚

芦

　

屋

　

ず

「
水
巻
町
誌
」
に
よ
れ
ば
、
水
巻
に
お
い
て
石
炭

を
発
見
し
た
の
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
一
）

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違

い
で
あ
る
。
同
誌
に
よ
れ
ば
「
筑
豊
炭
鉱
誌
」
　
（
明

治
三
十
年
、
高
野
江
基
太
郎
著
）
に
；
ロ
田
村
の
切

抜
工
事
中
、
異
様
な
る
黒
色
の
石
塊
を
発
見
す
。
そ

の
燃
料
に
適
す
る
を
知
り
て
村
民
随
意
に
採
掘
し
て

自
家
の
燃
料
に
用
い
Ｌ
を
始
め
と
す
」
と
あ
る
の
を

引
用
し
て
、
掘
川
工
事
の
再
開
し
た
宝
暦
年
間
と
定

め
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
年
代
は
、
す
で
に
百
姓
が

藩
命
に
よ
っ
て
農
閑
期
に
石
炭
を
掘
っ
て
い
た
時
代

で
、
掘
川
工
事
中
に
石
炭
を
発
見
し
た
の
で
あ
れ
ば

む
し
ろ
こ
れ
よ
り
一
三
〇
年
前
に
粟
山
大
膳
の
命
に

よ
っ
て
、
工
事
に
着
手
し
た
元
和
年
間
（
一
六
一
五

～
二
五
）
に
焦
点
を
合
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

で
は
宝
暦
こ
ろ
の
石
炭
事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

と
い
う
に
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
津
田
元
貫

著
「
石
城
志
」
に
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

「
福
博
市
中
の
瓦
屋
と
塩
硝
屋
（
火
薬
製
造
業
）
は

焚
石
（
石
炭
）
を
用
い
て
、
焼
き
穀
を
捨
て
に
Ｌ
が

こ
れ
を
捨
て
る
に
忍
び
な
い
と
て
釜
下
で
焚
き
し
に

悪
臭
甚
し
く
近
隣
み
な
忌
み
き
ら
い
ぬ
。
し
か
し
日

用
便
利
に
し
て
益
に
も
な
り
、
町
内
の
戸
々
に
伝
え

あ
ま
ね
く
両
市
申
（
福
博
）
か
ら
里
家
ま
で
流
行
す
。

人
ま
た
こ
の
悪
臭
に
な
れ
、
自
然
に
臭
気
も
覚
え
な

く
な
り
ぬ
。
そ
れ
よ
り
粕
屋
郡
の
村
民
た
ち
燃
え
石

（
石
炭
）
を
掘
り
て
炭
（
焼
き
石
）
と
な
し
、
馬
に
負

わ
せ
て
毎
日
両
市
に
売
り
に
く
る
者
多
く
な
り
ぬ
」

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

み

ま
た
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
司
馬
江
漢
が
長

崎
へ
旅
を
し
た
と
き
の
紀
行
文
「
西
遊
雑
記
」
に
も

次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

「
雨
に
て
六
ツ
半
す
ぎ
飯
塚
と
い
う
と
こ
ろ
の
汚

な
き
家
に
泊
ま
る
。
寒
け
れ
ば
早
速
火
鉢
を
出
し
け

い
し
ず
み

る
に
網
五
徳
に
し
て
、
そ
れ
に
石
炭
を
入
る
れ
ば
盛

お

こ

ｈ

ソ

き

　

　

　

い

し

ず

み

ん
に
焼
え
、
蛾
滑
ゆ
れ
ば
石
炭
と
も
に
消
え
る
な
り
。

ま
っ
た
く
石
の
燃
え
る
に
あ
ら
ず
、
硫
黄
の
気
の
燃

ゆ
る
な
り
、
風
呂
も
こ
れ
に
て
た
つ
る
故
、
と
か
く

い
し
す
み

具
し
。
こ
の
石
炭
は
一
遍
焼
き
て
炭
に
し
た
る
も
の

な
り
。
焼
か
ざ
る
も
の
は
烙
た
ち
て
木
を
焚
く
如
し
。

こ
の
と
こ
ろ
に
て
よ
く
よ
く
聞
く
に
、
こ
れ
は
山
の

根
よ
り
出
づ
る
な
り
。
ま
た
石
炭
を
掘
る
に
は
、
山

ふ
ご

の
上
よ
り
谷
底
へ
負
寵
と
て
藤
か
ず
ら
に
て
造
り
た

る
も
の
を
下
ろ
し
、
車
に
て
上
に
引
き
上
ぐ
る
と
ぞ
。

み
な
木
の
石
と
化
し
、
硫
黄
の
気
を
得
て
燃
ゆ
る
な

り
」

さ
ら
に
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
「
筑
前
国
続

風
土
記
附
録
」
　
（
加
藤
一
純
、
鷹
取
同
成
共
著
）
に

は
焼
き
石
を
芦
屋
炭
と
書
い
て
い
る
。

「
燃
え
石
（
石
炭
）
、
粕
屋
郡
、
遠
賀
郡
、
鞍
手

郡
、
嘉
麻
郡
、
穂
波
郡
な
ど
か
ら
産
す
。
こ
れ
を
焼

ひ
さ

き
て
炭
と
な
し
て
販
ぐ
。
（
中
略
）
嘉
麻
、
穣
波
、

鞍
手
に
て
焼
き
た
る
は
、
み
な
芦
屋
に
出
し
て
船
に

積
み
、
福
岡
、
博
多
に
漕
ぎ
廻
し
て
販
ぐ
。
こ
れ
を

芦
屋
炭
と
い
う
」

以
上
の
よ
う
に
筑
豊
の
石
炭
は
焼
き
石
つ
ま
り
芦

屋
炭
と
称
し
て
、
お
も
に
製
塩
と
福
博
の
家
庭
燃
料

に
使
用
さ
れ
た
が
、
当
時
、
こ
れ
ら
の
採
炭
は
農
業

の
優
先
し
た
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
農
閑
期
に
限
り

百
姓
に
許
可
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
五
〇
年
前

と
同
様
に
再
び
石
炭
の
不
足
を
ま
ね
く
が
、
こ
れ
に

対
し
て
藩
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
今
度
は

「
焚
石
仕
組
」
な
る
制
度
を
設
け
て
、
採
炭
か
ら
販

売
ま
で
の
一
切
の
運
営
を
つ
か
さ
ど
り
、
石
炭
の
増

産
を
計
っ
て
い
る
。
ま
た
百
姓
に
は
農
業
を
優
先
す

る
と
し
な
が
ら
も
、
農
家
の
二
、
三
男
に
対
し
て
は

農
繁
期
で
も
採
炭
で
き
る
よ
う
に
改
め
、
さ
ら
に
文

化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
七
）
に
な
る
と
農
業
に
支

障
の
な
い
者
は
、
庄
屋
の
許
可
を
う
け
れ
ば
誰
で
も

採
炭
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

百
姓
は
、
焚
石
丁
場
（
炭
坑
〕
に
お
い
て
家
族
が
日

雇
い
や
岡
出
し
（
運
搬
）
な
ど
の
賃
稼
ぎ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
生
活
が
う
る
お
い
、
ま
た
落
と

し
て
は
飢
饉
と
百
姓
一
揆
の
防
止
策
に
こ
れ
が
役
立

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
隣
の
佐
賀
藩
は
、
早
く
か
ら
陶
磁
器
や

刀
の
製
作
な
ど
の
産
業
に
力
を
注
い
だ
雄
藩
で
、
そ

の
う
え
長
崎
か
ら
の
技
術
導
入
も
可
能
で
あ
っ
た
の

で
、
採
炭
技
術
は
福
岡
藩
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て

い
た
。
ま
た
佐
賀
藩
は
、
早
く
か
ら
専
業
掘
子
に
よ

っ
て
採
炭
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
技
術
は
優
秀
で

制
度
を
改
正
し
た
あ
と
彼
等
が
筑
豊
に
定
住
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
採
炭
は
一
段
と
増
加
し
て
い
る
。
当

時
、
こ
れ
ら
の
専
業
梯
子
を
「
五
平
太
も
ん
」
ま
た

は
「
肥
前
も
ん
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
彼
等
に
よ
っ

て
今
ま
で
の
農
閑
期
に
お
け
る
採
炭
は
年
中
採
炭
に

か
わ
り
、
ま
た
百
姓
の
二
、
三
男
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
焚
石
丁
場
へ
の
定
住
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
の
で
、

村
と
ヤ
マ
の
共
同
体
は
徐
々
で
あ
る
が
同
化
の
道
を

た
ど
る
よ
う
に
な
る
。

（
文
〕
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
　
田
　
貞
　
志

く育吉将棋正解〉3 三角成、 1 三五、 2 三飛 、
5　・

ｌ く詰碁解答）
暫

1 二 、、 2 二川、、 百、、 1 三　 、 百、、 百 3 ち
飛成、同五、 2 三金 まで11手詰み。 白 1 とマ ゲ、黒 2 の時 3 と の

く解 説〉　5 手 目の 2 二馬 は打 ち歩詰め打 開 解

食丈
ロ

・　　　　▼
の妙手です。初 手 3 二角戊 を同金 なら同飛

成 、1 五玉、 2 五飛、 1 六五 、 2 七金 まで。
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